


「新耐震設計」以前の建物（～昭和56年）

大破・崩壊
16%

小破・中破
31%

無被害・軽微
53%

「新耐震設計」以後の建物（昭和56年～）

小破・中破
17%

大破・崩壊
7%

無被害・軽微
76%



　■



　■



手術します

カルテを作ります

診察します







診 断 法 要　　点

1 次診断

　柱・壁の断面積を算定して診断します。

2 次診断

　柱・壁の強度と粘り強さを算定して診断します。1 次診断に比べ詳細な診断法です。

梁の強度は充分に大きいとします。

3 次診断

建物を構成している全ての部材の強度と粘り強さを算定し診断します。したがって、

これらの診断法のうち最も詳細な診断法です。



鉄骨ブレースの増設

耐震壁の増設



制震デバイスによる補強

免震レトロフィット



炭素繊維補強

補強フレーム（外付け）




